
 

 

公益社団法人日本薬剤学会 2012年度事業報告 

（2012 年 4 月 1 日から 2013 年 3 月 31 日まで） 

 

公益目的事業 1「薬剤学及び関連諸領域に関する情報提供及び啓発，研究の振興，調査研究

並びに評価により，薬剤学の進歩とその成果の利用普及を図る事業」 

 

まえがき 

今年度は公益社団法人へ移行しての初年度に当たり，上掲の「公益目的事業 1」を着実に推進するため

の事業計画を立案し，理事会を中心としたガバナンス体制の下，着実に事業の運用を図った．また，健全

な財務基盤の確保も円滑な事業運営の課題であるが，事業ごとに精査を行い，こちらも適正運用を達成す

ることができ，総じて公益社団法人への移行を円滑に実施することができた． 

 

副会長総務担当理事 

1 以下のとおり学会賞等受賞者（受章者）を表彰した． 

1.1 学会賞     受賞者 安原眞人 

1.2 功績賞     受賞者 松田芳久 

1.3 奨励賞     受賞者 尾上誠良 川上 茂 

1.4 タケル&アヤ・ヒグチ記念栄誉講演賞 受賞者 Gordon L． Amidon 

1.5 タケル&アヤ・ヒグチ記念賞  --当期設定なし-- 

1.6 永井記念国際女性科学者賞  受賞者 伊藤清美 

1.7 創剤特別賞    受賞なし 

1.8 優秀論文賞    --当期設定なし-- 

1.9 製剤の達人称号    受賞者 岩田基数 片山博仁 神谷明良  

柘植英哉 德永雄二 中田雄一郎 

肥後成人 堀沢栄次郎 

1.10 国際フェロー称号   受賞者 Gordon L． Amidon 

1.11 「薬と健康の週間」懸賞論文  第 1 席 後藤 望 

第 2 席 江口拡美 

第 3 席 澤口紗希 

2 以下のとおり創剤開発・研究賞受賞者を表彰した． 

2.1 旭化成創剤開発技術賞   受賞者 吉田高之 田崎弘朗 伊藤 彰 小林正範 

2.2 旭化成創剤研究奨励賞   受賞者 川上亘作 

3 公益認定申請 WG 事業 

公益社団法人化に必要なガバナンス体制の構築，内閣府への認定申請に関する諸業務を担当し，

2012 年の公益認定を受け解散した． 

 

渉外担当理事 

1 学生主催シンポジウム事業 



 

 

- SNPEE 実行委員会 

薬剤学に関わる学生の研究室・大学間を超えた活発な交流と，口演能力や講演会運営経験を涵養するこ

とを目的として，年会において以下のとおり学生主催シンポジウム SNPEE2012 を開催した． 

「基礎薬剤学から実践薬剤学へのアプローチ‐克服すべき課題は何かを考える‐」 

2012 年 5 月 25 日  神戸国際会議場（兵庫県） 

*SNPEE: Student Network for Pharmaceutical Education and Evolution 

2 広報委員会事業 

学会ウェブサイトの企画運営等を通して本学会の活動の広報を行うとともに，会員の拡大のために関

連諸領域の研究者に対して本学会の活動をアピールした．また，公益法人化に伴いロゴを刷新した．さら

に，HP の機能性向上を目指してデザイン変更に着手した． 

3 医薬品の包装と情報分科会事業 

薬剤学を支える包装・情報に関し，専門の研究者・技術者が協議し，本学会会員に情報発信を行うこと

を目的に，年会において以下のとおり医薬品包装シンポジウムを開催した． 

 「Patient Compliance・・いま包装ができること」 

2012 年 5 月 26 日  神戸国際会議場（兵庫県） 

4 教育分科会事業 

薬剤学に関わる教育問題について，専門委員が協議して提言を行う他，教育資料の企画，年会において

以下のとおり薬学教育シンポジウムを開催した． 

 「完成を迎えた薬学 6 年制課程教育―これまでの検証と新たな教育システム構築に向けて―」 

2012 年 5 月 26 日  神戸国際会議場（兵庫県） 

 

国際連携担当理事 

1 英語セミナー事業 

国際共通言語である英語での討議能力を養うため，訪日した海外研究者等を講師として招聘し，講義・

ディスカッションの全てを英語で行う Global Education Seminar を東西地区で開催した． 

1.1 第 1 回東地区英語セミナー 

 2012 年 10 月 5 日 武蔵野大学薬学部 

1.2 第 2 回西地区英語セミナー 

2012 年 4 月 3 日  京都大学 

2013 年 1 月 31 日  神戸学院大学 

2 国際学会等協力事業 

- FIP（国際薬学連合） 

FIP の Predominantly Scientific Member Organization として，Council Meeting で重要事項を審

議する他，Section/SIG にメンバーを多数派遣等，BPS の諸活動に積極的に参画した． 

- AFPS（アジア薬科学連合）  

AFPS の Member Organization として，Executive Committee への役員派遣等，アジア地域にお

ける薬科学研究の発展に寄与した． 

 



 

 

機関誌担当理事 

1 「薬剤学」編集委員会事業 

「薬剤学」誌の企画編集を実施したほか，「医薬分業の中における薬剤師の責務」というテーマで「薬と

健康の週間」懸賞論文を募集し，この選考を行った． 

2 投稿論文審査委員会事業 

「薬剤学」誌への投稿論文を審査した．優秀論文賞の選考は隔年ごとであり，今年度は実施しなかった． 

3 学会誌出版事業 

3.1 機関誌「薬剤学」 

「薬剤学」編集委員会の担当する依頼原稿と投稿論文審査委員会の審査による一般論文で構成さ

れる「薬剤学」誌を以下のとおり発行した．今年度は英文論文の投稿促進を図った． 

Vol． 72 No． 3 2012 年 5 月 1 日発行 

Vol． 72 No． 4 2012 年 7 月 1 日発行 

Vol． 72 No． 5 2012 年 9 月 1 日発行 

Vol． 72 No． 6 2012 年 11 月 1 日発行 

Vol． 73 No． 1 2013 年 1 月 1 日発行 

Vol． 73 No． 2 2013 年 3 月 1 日発行 

3.2 公式欧文誌「Journal of Drug Delivery Science and Technology」 

Association de Pharmacie Galénique Industrielle（APGI: フランス薬剤学会），Associazione Docenti e 

Ricercatori Italiani． di Tecnologie e Legislazione Farmaceutiche（ADRITELF: イタリア薬剤学会）と

共同編集を行った． 

 

書籍担当理事 

1 出版委員会事業 

今年度は本学会の事業に関する下記の書籍の編集に注力し，以下のとおりの発刊予定となった． 

1.1 薬剤学実験マニュアル（南江堂） 

 2014 年前半の上梓を目指し，委員会にて監修校正中である． 

 （物理薬剤学 23 名，生物薬剤学 33 名の執筆者） 

1.2 技術伝承講習会 10 回記念出版書（じほう社） 

 技術伝承実行委員会編集の「製剤技術伝承シリーズ」は全 2 巻（上巻 26 名，下巻 21 名の 

執筆者）として 4 月初旬に上梓予定である． 

 

技術担当理事 

1 製剤技術伝承講習会事業 

製薬企業各社でのアウトソーシングの加速により，滅失が懸念されているわが国の製剤技術を次代の製

剤研究者・技術者に継承するため，座学・実習の講習会を企画運営した．今年度は以下のとおり開催した． 

1.1 第 11 回シミック製剤技術アカデミー／製剤技術伝承講習会 

「固形製剤の製剤設計と製造法」 

2012 年 6 月 14 日-7 月 27 日 AP 名古屋・名駅 



 

 

1.2 第 3 回製剤技術伝承実習講習会 

「塩・Cocrystal のスクリーニングおよび結晶多形，水和物のキャラクタリゼーション」 

2012 年 9 月 6-7 日  東邦大学習志野キャンパス 

1.3 第 4 回製剤技術伝承実習講習会 

「口腔内崩壊錠を製造して評価しよう」 

2012 年 9 月 20-21 日  フロイント産業（株）技術開発研究所 

1.4 第 12 回シミック製剤技術アカデミー／製剤技術伝承講習会 

「非経口製剤の製剤設計と製造法」 

2013 年 1 月 24 日-2 月 22 日 TKP 名古屋駅前カンファレンスセンター 

2 製剤技師認定事業 

製剤に携わる研究･開発･製造担当者の基礎的かつ専門的事項などの学識を認定する事業として，「製剤

技師」認定制度を立ち上げて 3 年目となる今年度は，関連誌での試験問題・解説の公開など，本制度の周

知活動を引き続き行うとともに，試験半年前からの早期申込制を導入し，受験環境の改善を図るなどの受

験者増対策を講じ，若干の改善が見られた． 

以下のとおり実施した今年度の合格者は 20名で，これまでと合わせて 57名の認定製剤技師を輩出した． 

2.1 第 3 回製剤技師認定試験 

2012 年 10 月 27 日  慶應義塾大学芝共立キャンパス／神戸薬科大学 

2.2 第 3 回製剤技師認定者 

竹若剛志，大畠章子，山中敦司，荒井崇行，田中幸恵，蕨野訓臣，西坂大輔，倉嶋 誉， 

泉 泰之，大橋良徳，野沢健児，橋本翔太，笠野仁志，米田忠史，三浦 力，梶原健一， 

木村 豪，鈴木貴光，片山 剛，前原達也 

 

製剤セミナー担当理事 

1 製剤セミナー事業 

- 製剤セミナー実行委員会 

大学・製薬企業・医療機関などにおいて製剤技術に関わる研究者が一堂に集い，サイエンスとテクノロ

ジーの観点のみならず刻々と変化する時代のニーズも合わせて議論する合宿形式の討論会「製剤セミナー」

を以下のとおり開催した．今年度より参加者の利便性を考慮し，プログラムの質と量を維持したまま会期

を２日間に短縮し，若干の参加者増となった． 

1.1 第 37 回製剤セミナー 

「高齢社会を支える創剤・包装技術」 

2012 年 7 月 20-21 日  ヤマハリゾートつま恋 

 

国際標準医薬分業推進事業担当理事 

1 国際標準医薬分業推進事業 

国際標準的な医薬分業（完全分業あるいは強制分業）への移行について，必要な情報を整理しつつ，実

施に向けての戦略を立案し，関連団体と連携しながら行政への働きかけを推進する．今年度は 9 月 25 日

の World Pharmacists Day に合わせて，国内外の講師を招聘しての公開市民講演会を開催したほか，民主党



 

 

衆議院議員，文部科学大臣，厚生労働大臣に面談し，現状説明を行った． 

 

FG 担当理事（特命担当理事） 

1 FG 統括委員会事業 

共通の研究目的等による分野横断的なユニットである各フォーカスグループ（FG）を統括する委員会

として，事業・予算の管理を行った． 

- 経口吸収 FG  

経口吸収に関わる生体膜機能，吸収機構，体内動態，製剤化や臨床開発に至るまでの幅広い

問題を統合し，新たな経口吸収研究を開拓するため，以下のとおり合宿討論会を開催した． 

第 3 回経口吸収 FG 合宿討論会  

2012 年 8 月 6～7 日 KKR 箱根宮の下 

- がん治療 FG  

新規製剤開発，製剤技術のみならず，臨床現場での抗がん剤の適正使用までを包括した新し

い治療戦略の確立を目指し，以下の創剤フォーラム若手研究会との協働プログラムを実施した． 

創剤フォーラム若手研究会（後援）  

2012 年 11 月 17 日  徳島大学薬学部長井記念ホール 

- 経皮投与製剤 FG  

様々な分野の研究者を集め，経皮投与製剤の理論と実際を検討し，経皮投与製剤研究のさら

なる活性化を図り，以下のとおりシンポジウムを開催した． 

第 4 回経皮投与製剤 FG シンポジウム  

2012 年 11 月 19 日  きゅりあん 

- 経肺投与製剤 FG  

大学・企業の製剤研究者，投与デバイス開発者，医療従事者の連携を図り，患者及び医療従

事者にとって使いやすい経肺投与製剤及び吸入療法の開発を目指した． 

- 院内製剤・調剤 FG  

医療サイドからの臨床情報を発信するとともに，大学・製薬企業から院内製剤などへの技術

指導を行い，市販化に向けた共同研究への展開を視野にした議論の場を提供した． 

- 遺伝子・細胞製剤 FG  

遺伝子・細胞製剤に関連する極めて学際的な領域の情報交換のプラットフォームとして，関

連諸領域と最新の知見を共有した． 

- 薬物相互作用 FG  

各臓器における薬物相互作用を定量的に捉えて in vitro でのスクリーニング系・評価法を研

究し，臨床で有意義な薬物相互作用の予測を推進するための基盤の確立を目指し，以下のとお

り臨床薬理学会とのシンポジウムを共催した． 

日本薬剤学会／日本臨床薬理学会共催シンポジウム 

2012 年 12 月 1 日   第 33 回日本臨床薬理学会学術総会（沖縄コンベンションセンター） 

- 医療 ZD と調剤 FG  

薬剤師が医師処方箋のレビューを含めた真の調剤を実践し，そのリスク管理により医療にお



 

 

ける Zero Defect が達成されるよう，医薬分立を基盤としたシステム・教育の構築を目指し，

以下のとおり講演会を開催するとともに FIP において講演を行った． 

・日本薬剤学会公開市民講演会「国際標準医薬分業を推進する国際シンポジウム」 

International Symposium on Complete Separation of Pharmacy and Medicine  

2012 年 9 月 25 日  日本教育会館 

・FIP100 周年記念学術大会講演 

The Internationalization of Pharmacy - Moving away from Medical Doctors’Dispensing, 

Centennial Congress of FIP, Member Organizations Session  

2012 年 10 月 6 日  Amsterdam, The Netherland 

- DDS 製剤臨床応用 FG  

DDS 製剤の品質，有効性，安全性の評価，あるいは評価手法に関する調査研究，情報交換

等により DDS 製剤の開発環境の向上を図り，臨床応用の実現のための橋渡し研究を推進する

ため，以下のとおり合宿討論会を実施した． 

第 2 回 DDS 製剤臨床応用 FG 合宿討論会  

2012 年 10 月 26~28 日 帝京大学セミナーハウス． 

2 将来ビジョン委員会事業 

学会の将来の研究ビジョンを構築することを目的に設置されたが，FG 制度の確立という成果をもって

当面の課題は達成されたことから，発展的解消することとなった． 

 

年会長 

1 年会事業 

本学会最大の学術集会「年会」の企画運営を行った．年会では，口頭またはポスターによる研究発表，

特別講演，各種受賞講演，各種シンポジウム，ランチョンセミナー，企業展示会の他，今期は初めての試

みとしてラウンドテーブルセッションを取り入れ，活発な討論を行った．さらに，一般市民を対象とした

公開市民講演会および日本薬剤学会の定時総会もこの会期中に併催した．今期の開催期間およびメインテ

ーマは以下のとおりであった． 

1.1 第 27 年会 

「実践薬剤学～理論，技術，そして・・～」 

2012 年 5 月 24-26 日  神戸国際会議場 

1.2 2012 年度公開市民講演会 

「心筋梗塞と脳卒中を防ごう！」 

2012 年 5 月 26 日  神戸国際会議場 

 

学会運営 

1 理事会 

学会の業務執行の決定，理事の職務執行の監督等を行う機関として，法人のガバナンスを担う中心的な

機能を果たすべく，以下のとおり理事会を開催した． 

第 1 回理事会 2012 年 4 月 26 日 



 

 

第 2 回理事会 2012 年 5 月 23 日 

第 3 回理事会 2012 年 10 月 1 日 

第 4 回理事会 2013 年 2 月 18 日 

 

2 評議員会および総会 

正会員で構成される学会の最高の決議機関である総会，また，この総会に上程される全ての議案につい

て審議を行う機関である評議員会を以下のとおり開催した． 

2.1 評議員会 2012 年 5 月 25 日  神戸国際会議場 

2.2 定時総会 2012 年 5 月 25 日  神戸国際会議場 

 

以上 



公益社団法人日本薬剤学会 （単位：円）
科目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ資産の部
１．流動資産

現金預金 41,071,163 32,490,826 8,580,337
普通預金 6,792,323 1,721,256 5,071,067
郵振/会費 22,882,410 24,385,870 -1,503,460
郵振/講習会 10,820,660 6,383,600 4,437,060
郵振/セミナー 575,770 100 575,670

未収入金 5,815,280 1,936,590 3,878,690
前払費用 1,449,641 2,011,594 -561,953
仮払金 1,000,000 599,400 400,600

流動資産合計 49,336,084 37,038,410 12,297,674
２．固定資産

(1)基本財産
定期預金 20,000,000 20,000,000 0
基本財産合計 20,000,000 20,000,000 0

(2)特定資産
積立預金(ﾀｹﾙｱﾔﾋｸﾞﾁ記念基金） 35,000,000 35,000,000 0
積立預金(創剤開発・研究賞積立金） 1,399,647 1,160,950 238,697
特定資産合計 36,399,647 36,160,950 238,697

(3)その他固定資産
什器備品 10,491 41,142 -30,651
差入保証金 100,000 100,000 0

その他固定資産合計 110,491 141,142 -30,651
固定資産合計 56,510,138 56,302,092 208,046
資産合計 105,846,222 93,340,502 12,505,720

Ⅱ負債の部
１．流動負債

未払費用 1,704,532 15,028 1,689,504
前受金 100,000 0 100,000
前受会費 18,476,000 16,714,000 1,762,000
預り金 137,919 179,778 -41,859
仮受金 20,000 10,000 10,000
未払消費税等 800,000 600,000 200,000

流動負債合計 21,238,451 17,518,806 3,719,645
負債合計 21,238,451 17,518,806 3,719,645

Ⅲ正味財産の部
１．指定正味財産

指定正味財産合計 20,000,000 20,000,000 0
（うち基本財産への充当額） (20,000,000) (20,000,000) (0)

２．一般正味財産 64,607,771 55,821,696 8,786,075
（うち特定資産への充当額） (36,399,647) (36,160,950) (238,697)
正味財産合計 84,607,771 75,821,696 8,786,075
負債及び正味財産合計 105,846,222 93,340,502 12,505,720

貸借対照表
2013年3月31日現在



公益社団法人日本薬剤学会 （単位：円）
科目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

Ⅰ資産の部
１．流動資産

現金預金 13,755,355 27,315,808 0 41,071,163
普通預金 0 6,792,323 0 6,792,323
郵振/会費 13,755,355 9,127,055 0 22,882,410
郵振/講習会 0 10,820,660 0 10,820,660
郵振/セミナー 0 575,770 0 575,770

未収入金 5,815,280 0 0 5,815,280
前払費用 1,449,641 0 0 1,449,641
仮払金 1,000,000 0 0 1,000,000

流動資産合計 22,020,276 27,315,808 0 49,336,084
２．固定資産

(1)基本財産
定期預金 0 20,000,000 0 20,000,000
基本財産合計 0 20,000,000 0 20,000,000

(2)特定資産
積立預金(ﾀｹﾙｱﾔﾋｸﾞﾁ記念基金） 35,000,000 0 0 35,000,000
積立預金(創剤開発・研究賞積立金） 1,399,647 0 0 1,399,647
特定資産合計 36,399,647 0 0 36,399,647

(3)その他固定資産
什器備品 0 10,491 0 10,491
差入保証金 0 100,000 0 100,000

その他固定資産合計 0 110,491 0 110,491
固定資産合計 36,399,647 20,110,491 0 56,510,138
資産合計 58,419,923 47,426,299 0 105,846,222

Ⅱ負債の部
１．流動負債

未払費用 1,656,232 48,300 0 1,704,532
前受金 100,000 0 0 100,000
前受会費 9,238,000 9,238,000 0 18,476,000
預り金 0 137,919 0 137,919
仮受金 20,000 0 0 20,000
未払消費税等 0 800,000 0 800,000

流動負債合計 11,014,232 10,224,219 0 21,238,451
負債合計 11,014,232 10,224,219 0 21,238,451

Ⅲ正味財産の部
１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 20,000,000 0 20,000,000
（うち基本財産への充当額） (0) (20,000,000) (0) (20,000,000)

２．一般正味財産
一般正味財産合計 47,405,691 17,202,080 0 64,607,771
（うち特定資産への充当額） (36,399,647) (0) (0) (36,399,647)
正味財産合計 47,405,691 37,202,080 0 84,607,771
負債及び正味財産合計 58,419,923 47,426,299 0 105,846,222

貸借対照表内訳表
2013年3月31日現在



公益社団法人日本薬剤学会 （単位:円）
科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部

（1）経常収益
基本財産運用益 9,827 20,000 -10,173

基本財産受取利息 9,827 20,000 -10,173
特定資産運用益 4,719 12,619 -7,900

特定資産受取利息 4,719 12,619 -7,900
受取会費 22,620,000 22,124,000 496,000

正会員 12,821,000 12,315,350 505,650
学生会員 1,639,000 1,488,650 150,350
賛助会員 8,160,000 8,320,000 -160,000

事業収益 65,230,359 62,443,753 2,786,606
学術集会・委員会等事業収益 60,165,000 57,310,500 2,854,500

参加費 37,820,000 33,662,000 4,158,000
助成金・補助金 3,000,000 0 3,000,000
寄付金・協賛金 5,300,000 6,275,000 -975,000
セミナー共催金 4,140,000 3,150,000 990,000
講演要旨集等販売料 0 47,000 -47,000
広告料 840,000 1,921,500 -1,081,500
出展料 9,065,000 12,255,000 -3,190,000

学会誌等出版事業収益 2,135,359 2,543,253 -407,894
購読料 676,116 1,089,648 -413,532
投稿料・別刷料 779,600 807,600 -28,000
許諾料・使用料 218,063 283,545 -65,482
広告料 461,580 362,460 99,120

学会賞等表彰事業収益 1,800,000 1,950,000 -150,000
助成金・補助金 300,000 450,000 -150,000
寄付金・協賛金 1,500,000 1,500,000 0

製剤技師認定事業収益 1,130,000 640,000 490,000
受験料 730,000 500,000 230,000
認定料 400,000 140,000 260,000

雑収益 307,986 185,528 122,458
雑収益 304,172 183,390 120,782
受取利息 3,814 2,138 1,676

経常収益計 88,172,891 84,785,900 3,386,991
（2）経常費用

事業費 69,861,965 69,242,735 619,230
給料手当 720,000 720,000 0
臨時雇入金 2,139,625 3,984,930 -1,845,305
会場費 17,023,514 9,506,300 7,517,214
旅費交通費 3,053,805 2,473,193 580,612
会議費 2,674,624 3,535,864 -861,240
関連行事費 7,834,110 3,075,627 4,758,483
賞状・賞牌・副賞費 2,752,412 2,816,071 -63,659
通信運搬費 1,520,610 1,832,004 -311,394
ウェブサイト管理費 1,490,528 2,706,443 -1,215,915
消耗品費 1,738,634 818,343 920,291
印刷製本費 8,870,394 10,402,799 -1,532,405
貸借料 1,515,495 10,129,460 -8,613,965
保管料 226,800 207,900 18,900
諸謝金 5,485,155 4,766,930 718,225
租税公課 500,000 17,000 483,000
支払負担金 1,237,841 1,403,611 -165,770
業務委託費 9,419,010 10,247,621 -828,612
雑費 1,659,408 598,639 1,060,769

管理費 9,524,851 10,360,213 -835,362
給料手当 720,000 720,000 0
旅費交通費 281,040 267,315 13,725
会議費 2,053,731 1,499,680 554,051
通信運搬費 1,040,710 1,022,190 18,520
消耗品費 224,344 31,605 192,739
減価償却費 30,651 83,113 -52,462
印刷製本費 460,609 826,996 -366,387
貸借料 289,800 289,800 0
租税公課 370,000 1,205,100 -835,100
業務委託費 2,841,662 2,704,738 136,924
公認会計士報酬 735,000 1,050,000 -315,000
雑費 477,304 659,676 -182,372

経常費用計 79,386,816 79,602,948 -216,133
当期経常増減額 8,786,075 5,182,952 3,603,123

当期一般正味財産増減額 8,786,075 5,182,952 3,603,123
一般正味財産期首残高 55,821,696 50,638,744 5,182,952
一般正味財産期末残高 64,607,771 55,821,696 8,786,075

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 20,000,000 20,000,000 0
指定正味財産期末残高 20,000,000 20,000,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高 84,607,771 75,821,696 8,786,075

正味財産増減計算書
2012年4月1日から2013年3月31日まで



公益社団法人日本薬剤学会 （単位:円）
科目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部

（1）経常収益
基本財産運用益 0 9,827 0 9,827

基本財産受取利息 0 9,827 0 9,827
特定資産運用益 4,719 0 0 4,719

特定資産受取利息 4,719 0 0 4,719
受取会費 11,310,000 11,310,000 0 22,620,000

正会員 6,410,500 6,410,500 0 12,821,000
学生会員 819,500 819,500 0 1,639,000
賛助会員 4,080,000 4,080,000 0 8,160,000

事業収益 65,230,359 0 0 65,230,359
学術集会・委員会等事業収益 60,165,000 0 0 60,165,000

参加費 37,820,000 0 0 37,820,000
助成金・補助金 3,000,000 0 0 3,000,000
寄付金・協賛金 5,300,000 0 0 5,300,000
セミナー共催金 4,140,000 0 0 4,140,000
広告料 840,000 0 0 840,000
出展料 9,065,000 0 0 9,065,000

学会誌等出版事業収益 2,135,359 0 0 2,135,359
購読料 676,116 0 0 676,116
投稿料・別刷料 779,600 0 0 779,600
許諾料・使用料 218,063 0 0 218,063
広告料 461,580 0 0 461,580

学会賞等表彰事業収益 1,800,000 0 0 1,800,000
助成金・補助金 300,000 0 0 300,000
寄付金・協賛金 1,500,000 0 0 1,500,000

製剤技師認定事業収益 1,130,000 0 0 1,130,000
受験料 730,000 0 0 730,000
認定料 400,000 0 0 400,000

雑収益 116,695 191,291 0 307,986
雑収益 116,372 187,800 0 304,172
受取利息 323 3,491 0 3,814

経常収益計 76,661,773 11,511,118 0 88,172,891
（2）経常費用

事業費 69,861,965 0 69,861,965
給料手当 720,000 0 720,000
臨時雇入金 2,139,625 0 2,139,625
会場費 17,023,514 0 17,023,514
旅費交通費 3,053,805 0 3,053,805
会議費 2,674,624 0 2,674,624
関連行事費 7,834,110 0 7,834,110
賞状・賞牌・副賞費 2,752,412 0 2,752,412
通信運搬費 1,520,610 0 1,520,610
ウェブサイト管理費 1,490,528 0 1,490,528
消耗品費 1,738,634 0 1,738,634
印刷製本費 8,870,394 0 8,870,394
貸借料 1,515,495 0 1,515,495
保管料 226,800 0 226,800
諸謝金 5,485,155 0 5,485,155
租税公課 500,000 0 500,000
支払負担金 1,237,841 0 1,237,841
業務委託費 9,419,010 0 9,419,010
雑費 1,659,408 0 1,659,408

管理費 9,524,851 0 9,524,851
給料手当 720,000 0 720,000
旅費交通費 281,040 0 281,040
会議費 2,053,731 0 2,053,731
通信運搬費 1,040,710 0 1,040,710
消耗品費 224,344 0 224,344
減価償却費 30,651 0 30,651
印刷製本費 460,609 0 460,609
貸借料 289,800 0 289,800
租税公課 370,000 0 370,000
業務委託費 2,841,662 0 2,841,662
公認会計士報酬 735,000 0 735,000
雑費 477,304 0 477,304

経常費用計 69,861,965 9,524,851 0 79,386,816
当期経常増減額 6,799,808 1,986,267 0 8,786,075

当期一般正味財産増減額 6,799,808 1,986,267 0 8,786,075
一般正味財産期首残高 40,605,883 15,215,813 0 55,821,696
一般正味財産期末残高 47,405,691 17,202,080 0 64,607,771

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 20,000,000 0 20,000,000
指定正味財産期末残高 0 20,000,000 0 20,000,000

Ⅲ 正味財産期末残高 47,405,691 37,202,080 0 84,607,771

2012年4月1日から2013年3月31日まで
正味財産増減計算書内訳表



公益社団法人日本薬剤学会 （単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金額

(流動資産)
預金 普通預金 6,792,323

三東UFJ/江戸川橋 運転資金として 4,745,792
三東UFJ/江戸川橋(ｾﾐﾅｰ) 同上 1,920,741
三住信/本店 同上 125,790

郵振/会費 同上 22,882,410
郵振/講習会 同上 10,820,660
郵振/製剤セミナー 同上 575,770

未収入金 年会剰余，伝承参加費等未収額公益目的事業の未収額 5,815,280
前払費用 加盟団体年会費前払等 公益目的事業の前払分他 1,449,641
仮払金 Asian Arden Conf，年会等仮払 公益目的事業の仮払分 1,000,000

流動資産合計 49,336,084
(固定資産)
基本財産 公益目的事業に必要なその他の活動の用 20,000,000

定期預金 に供する財産であり、運用益を管理費に使用 20,000,000
(定期)三住信/本店営業部 20,000,000

特定資産 36,399,647
積立預金(ﾀｹﾙｱﾔﾋｸﾞﾁ記念基金） 公益目的保有財産であり、運用益を公益 35,000,000

(定期)三住信/本店 目的事業（ﾋｸﾞﾁ記念各賞表彰事業）に使用 30,000,000
郵振/講習会 同上 5,000,000

積立預金(創剤開発・研究賞積立金） 公益目的事業（創剤開発・研究賞表彰事業） 1,399,647
(普通)三東UFJ/江戸川橋 に使用 1,399,647

その他固定資産 110,491
什器備品 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 法人の管理運営に供している資産 10,491
差入保証金 事務所借室学会ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 法人の管理運営に供している資産 100,000

固定資産合計 56,510,138
資産合計 105,846,222
(流動負債)

未払費用 印刷製本費・ウェブ開発費等 学会誌印刷製本費・ウェブ開発費等 1,704,532
前受金 製剤セミナー参加費前受 第38回製剤セミナー参加費 100,000
前受会費 次年度以降会費 事業及び法人運営の前受分 18,476,000
預り金 源泉所得税 法人の管理運営業務に係る未払分 137,919
仮受金 郵振/会費，三東UFJ/江戸川橋等 不明入金等の仮受分 20,000
未払消費税等 未払消費税等 800,000

流動負債合計 21,238,451
負債合計 21,238,451
正味財産 84,607,771

貸借対照表科目

財産目録
2013年3月31日現在



1．重要な会計方針
(1)固定資産の減価償却

有形固定資産の減価償却は定額法によっている。
(2)消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
定期預金 20,000,000 0 0 20,000,000

小計 20,000,000 0 0 20,000,000
特定資産
積立預金(ﾀｹﾙｱﾔﾋｸﾞﾁ記念基金） 35,000,000 0 0 35,000,000
積立預金(創剤開発・研究賞積立金) 1,160,950 1,500,000 1,261,303 1,399,647

小計 36,160,950 1,500,000 1,261,303 36,399,647
合計 56,160,950 1,500,000 1,261,303 56,399,647

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科目 当期末残高
(うち指定正
味財産から
の充当額)

(うち一般正
味財産から
の充当額)

(うち負債に
対応する額)

基本財産
定期預金 20,000,000 (20,000,000) (0) (0)

小計 20,000,000 (20,000,000) (0) (0)
特定資産
積立預金(ﾀｹﾙｱﾔﾋｸﾞﾁ記念基金） 35,000,000 (0) (35,000,000) (0)
積立預金(創剤開発・研究賞積立金) 1,399,647 (0) (1,399,647) (0)

小計 36,399,647 (0) (36,399,647) (0)
合計 56,399,647 (20,000,000) (36,399,647) (0)

4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。（単位：円）

科目 取得価額
減価償却
累計額

当期末残高

什器備品 436,547 426,056 10,491
合計 436,547 426,056 10,491

5．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 （単位：円）

補助金等の名称 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借

対照表上
助成金

Conference Grant 0 1,000,000 1,000,000 0 注）
Conference Grant 0 500,000 500,000 0 注）
Conference Grant 0 1,500,000 1,500,000 0 注）
Award Grant 0 300,000 300,000 0 注）

0 3,300,000 3,300,000 0
※注）いずれも当該年度内に目的たる支出が完了するため、貸借対照表上の記載はない。

1．基本財産および特定資産の明細
「公益法人会計基準」(平成20年4月11日、平成21年10月16日改正内閣府公益認定等委員会)に定める附属明細書の
記載上の留意点に従い、財務諸表の注記3および4に記載しているので、内容の記載を省略している。

2．引当金の明細 （単位：円）
科目 期首残高 当期増加額 当期末残高

目的使用 その他
なし 0 0 0 0 0

以上

当期減少額

財務諸表に対する注記

合計

附属明細書

（公財）永井記念薬学国際交流財団

交付者

（公財）中内力コンベンション振興財団

（公財）永井記念薬学国際交流財団
（公財）永井記念薬学国際交流財団






